「２００６教育シリーズ」放送リスト

	1月21日

1101回
	「学力重視と真の日本人育成」才教学園①
昨年４月長野県松本に開校した小中一貫の才教学園は、少人数学級、ハイペース授業、E

very day English,英語、漢字、算数の各検定に全員が挑戦、土曜授業など“ゆとり教育”の公立校とは対象的に“学力重視”の方針とカリュキュラムを組み、注目されている。

山田　昌俊　理事長、校長は今までの長い教職経験と海外日本人学校開設などのキャリアを生かし、“真の日本人を育成したい”との熱い期待と抱負を語った。

	1月28日

1102回
	「異文化体験を生かせる」才教学園　②

山田校長は特に、帰国生に対しても異文化体験をそのまま生かせる教育をし、日本語についても授業枠を柔軟に適応、補習し、さらに文科省の教科書は二学期までで終了、首都圏の有名私立、国立校への受験も視野に入れ、問題集もカバーし、学力をつける、という。“才教祭”などではミュージカルも上演、甘やかしや単にものを与えるだけでない教育をめざし、”人として育つ日本人“の育成をはかりたい、と抱負を語った。

	2月4日

1103回
	「海外体験を生かせる学校」③
城取由希さんは5年間、アーバインに滞在、帰国時5年生,３年生、１年生の子供達をどんな学校に入れるかを悩み、才教学園のことを知った。5年間の現地校で学んだ英語をそのまま生かせるか？遅れている日本語や社会の勉強をどう補習するか？などが課題で、教師と話し合った。その結果、ネイテーブや海外体験のある英語教師がいて、それぞれの子供に合った授業をしてくれ、国語については特別に宿題をだしてくれるなどの補習を行ない、すでに国内生とおなじレベルに到達、子供達も学校へも喜んで行っていると、今になって選択の正しさを感じている、という。

	2月11日

1104回
	「教え方が変わらない」④
「才教学園」に入れた保護者の意見を紹介、坂田さんは公立校のカリュクラムを半年で消化、後はさらに進んだ過程に行くので、塾に行かせる必要はない、と。飯田さんは今までに比べ、子供達の反応がよく、公立に比べ、宿題も多いが、やる気がでている、と。田下さんは英語が毎日あるので選び、中学になっても教え方が変わらないし、体育祭もコジンマリしていたが、それなりにパワフルとこの学校の特性を語った。

	2月18日

1105回
	「学級崩壊？」⑤
穂刈さんは子供さんが学校に行くとき、お腹が痛かったり、熱が出たりしていた状態から、

クラスに学級崩壊が起きていて、とてもそのまま、公立の学校に通わせるわけにはいかないと判断し、「才教学園」に入れた。子供からSOSの信号が出ているのは、親だからわかり、今、子供が楽しく通学しているのは、とても良かった。と

義理の親、夫、そして自分達のすばやい判断が正しかった、と語った。

	2月25日
1106回
	「勉強するようになったのは嬉しいが？」最終回
保護者の窪田　正子さんは三人の子供さんを一挙に入学させた。その理由は今までの公立校では自分だけ勉強すると、馬鹿にされたり、仲間はずれにされる、傾向があった、という。この「才教学園」に入ってからは勉強するようになり、親としては当然ながら、嬉しいが、今度はいままでのように外で遊んだり、家の手伝いをしなくなった、のでこの点が

逆に悩みだ、という。長野県初めてのこの「才教学園」を取材してみて、公立校に不満を持ち、さらに英語や国際感覚を身に付けさせたい、保護者の期待が集まったようだ。

	3月4日

1107回
	トラベルスペシャル「湯煙と旬の料理　別府、湯布院の旅」
九州別府と湯布院は湯煙の街、別府地獄めぐりは観光客が必ず訪れる。モクモクとあがる

湯煙と間欠泉やエメラルド色の池、灰色のドロドロしたお湯が吹き出ていて、異様な光景中にも興味をそそられる。この地方の城下（しろしたカレイと豊後水道の関アジ、関さばは有名だ。別府湾ロイヤルホテルからは別府湾が一望でき、女性にはバラ湯も用意されている。旬の食材を使った和食、洋食、中華、炉辺コーナーもあり、近くにはサンリオパーク、ハーモニーランドで子供さんも楽しめる。

	3月11日

1108回
	トラベルスペシャル「神話のふるさとと地元の食材―霧島」
花は霧島、タバコは国分で知られる霧島は高千穂山系を仰ぎ、天孫降臨の地としても有名で、霧島神宮がある。温泉と高原で癒しを体験、地元の食材を使った黒豚のしゃぶしゃぶやいかなご、さつまあげなどと本場の芋焼酎を味わう。霧島ロイヤルホテルには最近、韓国、台湾、香港からも多くの観光客が訪れ、温泉やゴルフを楽しみ、足をのばして、指宿の砂むし風呂を体験、さらには知覧武家屋敷、特攻平和会館や維新ふるさと館をまわる

コースがある。

	3月18日

1109回
	「地域の教育問題に取り組んで１１年」
JERC(日米教育サポートセンター)の１１周年総会が開かれ、活動方針や協力者表彰が行なわれた。ゲストとしてアルバート・ムラツチ　トーランス教育委員が招かれ、父は二世、

母は一世で、沖縄で過ごし、「小さいときから勉強、勉強」と言われた。日本人にとって、

教育はとても大切、この地域の教育に関するどんな問題でも自分に相談してほしい、と挨拶した。また、海部優子領事も「ムラツチさんのような日米両方の文化を理解している人が、この地域の教育委員に選ばれたのは素晴らしいこと」と賞賛した。


	3月25日

1110回
	「地域の教育問題に取り組んで１１年」
JERCは今年、南加日商らと協力して、日米親善高校野球を９月のレイバーデイにUSC

デドー球場で開催する。日本の選抜選手が訪れるのは四年ぶり。今、ホストファミリーを

募集している。ヤンキースの松井選手もかってこの日米野球で渡米しており、今でも当時

ホストファミリーだった加藤さんとは交流している。岩永　留美さんは教育相談などで、

一番気になるのは、就学まえの子供に母語となる日本語をキチンと教えないと、日本語も

英語もダメになる、恐れがある、とアドバイスした。

	4月1日

1111回
	[101年目の原点出発！]
日米大学野球の原点は１９０５年、早稲田大学野球部が初めて渡米、USCでプレイしたことに始まる。その１０１年目を記念して２月、同野球部が渡米、南カリフォルニアのUSCをはじめ、UCLAなどの各大学と対戦した。應武　篤良監督は「もう一度原点にもどり、日米野球の親善、友好、そしてそれを支えてきた人達への感謝、自分達の力の確認をしたい」と渡米の目的を語った。昨年活躍の宮本　賢投手も「USC選手の体力には驚いた」と日米の体力さにビックリしたが、彼の力強い投球にはUSC打線も湿りがちだった。

	4月8日

1112回
	ビジネス特集
「自然素材から作る健康食品」

今年もアナハイムでナチュラルプロダクトのコンベンションが開かれ、多くの日本食メーカーが出展した。近年、食品の素材がどこから、どのようにして作られ、自分達の口に入るかが、注目され、特に肥満や糖尿病の原因とされる生活習慣、中でも食品に関心が集まり、このコンベンションも参加者が増えている。自然食といえば、日本食は全てがそれであり、中でも醤油やのり、酒など従来の製品に新たにオーガニック製法を加え、新商品を開発、各メーカーは米国市場への挑戦をはかっている。

	4月15日

1113回
	「教え方に工夫とポイント」

西大和学園カリフォルニア校土曜補習校は２００２年６月に教師５人、生徒６人でスタート、現在は幼稚部から中学までおよそ２６０人が通っている。何が他の学校とちがい、保護者が西大和に何を求め、子供を通わせているか？西浦　将芳校長は「プロの教師が教材を教えるポイントをつかみ、的確に教えるテクニックがある」と同校の特色を指摘、保護者が期待する日本人としての常識や知識を身に付けさせるのも大切だ、と語った。

	4月22日

1114回
	「教え方に工夫とポイント」
西大和学園カリフォルニア校土曜補習校のカリュキュラムで特徴があるのが、生活科だ。

オリジナル教材を使い、日本の古い遊び、童謡などを習う。また体育の時間も日本同様に

跳び箱、マットなどを教え、帰国してからも戸惑わないよう考えている。西浦校長は「土曜の補習校に通う生徒は平日現地校で二つの言語とカルチャーを学んでおり、負担も少なくなく、保護者のフォローが必要」とアドバイスする。

	4月29日

1115回
	「地域の青少年をドラッグやアルコールから守る」
サウスベイクラッシクのゴルフ大会収益金およそ１０万ドルが今年もサウスベイ地区の学校、教育委員会、各種プログラム推進団体に贈られた。このプログラムは今年で１８回目、毎年夏にロスバーデスカントリークラブでゴルフ大会を朝、昼の二回行い、２９０人が参加、その収益金が贈られる。既に１４０万ドル、地域の３４万人の若者が恩恵を受けたことになる。ステーブ・モリカワ大会委員長は「アルコール、ドラッグ、暴力から地域の若者を守る大切なプログラムだ」と語り、大会の意義を強調した。

	5月6日

1116回
	「地域の青少年をドラッグやアルコールから守る」
今年も１５の学校や団体がおよそ１０万ドルをプレゼントされた。中でもマンハッタン・ビーチ学校区の「ペースプログラム」から二人の学生が出席し、自らがアルコールやドラッグの被害から立ち直った体験を発表、参加者の拍手を浴びた。今はそうした被害を未然に防ぐ為のプログラムに積極的に参加しており、体験者のメッセージが大切だ、と語った。

ゴルフ大会は今年も８月２５日ロスバーデスカントリークラブで行われ、団体、会社、個人の参加も自由。

	5月13日

1117回
	「日本人のアイデンテテイを問う」

小泉内閣は今国会で教育基本法を改革し、成立させようとしている。「国やふるさとを愛する」ことを盛った内容で、これが通ると５７年ぶりの改革となる。小坂憲次文部科学大臣にインタビュー、その狙いと目的を聞いた。特に日本人のアイデンテテイ問題や安心して学校に通える、安全上の問題、さらには日本語や英語の問題など、戦後６０年、忘れられてきた教育の原点が今、問われようとしていて、海外で生活する日本人にとって興味深く、関心が高い問題だ。

	5月20日

1118回
	「日本人のアイデンテテイを問う」
小坂文科大臣は愛国心についてむしろ、海外にいた方が身近に感じ、国内にいると、国や人に生かされていることを忘れがち、と語り、自身の海外駐在（７０年日本航空LA勤務）体験からも、出来るだけ早く英語教育をスタートさせ、言葉に慣れ親しんでおく必要がある、と日本語教育を重視しながらもコミュニケーションをはかる道具としての英語教育の

奨励を強調した。

	5月27日

1119回
	「今後の子女教育は？」
小坂文科大臣は最近の海外、帰国子女教育について、「傾向として長期滞在者が増え、日本語教育の基礎、基本が求められている。国内でも外国人子弟が増え、その交流が求められ、国内、海外を問わず、日本語や日本の歴史をキチンとおしえていかなければならない時代だ」と語り、日本語教育の教材は積極的に提供していく考えを明らかにした。また
イチロー選手のメジャーでの活躍ではないが、日本人の持つよいものを、スポーツ、文化、芸術面で世界に発進できるよう、そうした人材を育成するのが、教育の基本だ、と語った。

	6月3日

1120回
	「地球市民を育成、米国創価大学（SUA）インターナショナルフェステバル」
オレンジカウンテイ、アリソビエホにあるSUAは開校５年目、５月３日の創立記念日に

地域の人たちを招待し、インターナショナル･フェステバルを行なった。カーメン・バリファブ市長は「SUAは多民族、異文化の中で平和に暮らすお手本です」と語り、羽吹　好史学長も「学生は３２カ国からの出身者、８割が何らかの奨学金援助を受けていて、地球市民の育成が目的、大学で学べない、地球の多くの人たちに、卒業後、何らかの形で、恩返しが出来るような人材に育って欲しい」と語った。

	6月10日

1121回
	「東西の価値観のバランスを考える」
SUA(米国創価大学)には米国はじめ、カナダ、中南米諸国、南アフリカ、カザフスタンからも生徒が来ている。教師ひとりに生徒九人という少数教育で、“地球市民”の育成をはかっている。授業も特に宗教を押し付ける、というのではなく、比較宗教学はあるものの、

生徒の自由だ。

一年間、日本語、中国語、スペイン語の国の提携大学に留学するシステムもあり、東西、

異文化、多民族を理解するのに最適で、生徒が留学を終えて、帰ってくるとみんなその国が好きになっている、という。この大学で学び、いかに将来地域に貢献できる仕事につけるか、というのが教育のねらい、と羽吹学長は語った。

	6月17日
1122回
	[楽しい幼稚園]①

米国で幼児期を過ごし帰国、日本の幼稚園に入った園児をレポート、日米両国の幼児教育との違いなどを明らかにする。斉藤　朋大君（４歳）は年中組に入園した。

まづは米国に比べ園児の数が多く、ひとりの先生の分担が米国と違うこと、靴の履き替えや出席シールの添付、保護者との連絡表なども異なった。母親はまづ一クラスの人数の違いに驚き、果たして３０人もの園児をうまく指導することができるか、戸惑った。

	6月24日

1123回
	「楽しい幼稚園」②

小島　三佳さんは米国からの帰国後、年少組に入園した。１年経って母親は幼稚園に慣れるまでの経過を説明「言葉を覚える時期に米国で過ごし、二つの言語に直面、ちょっと普通の子供さんより遅い感じがした。最初はナカナカ雰囲気に入れず心配したが、夏休み前には慣れてきたようで、二学期には通うのも楽しくなったようで、ホットした」と語り、

　当初戸惑った二つの言語の問題も、１年を過ぎると心配なし、と語った。

	7月1日

1124回
	「楽しい幼稚園」③
日本の幼稚園では様々な遊びや行事を通じて、人間形成に必要な感覚を身に付けさせ、情操、日本人の心を育ませよう、としている。フランスから一時帰国した今村　洋介君の武蔵野中央幼稚園体験入学をレポート。ジャンケン、なわとびなど伝統的な遊びを通じての

友達作りや、コミュニケーション方法などを自然な形で、教えていく。

　基本的に一斉保育の形式で、団体生活に慣れるよう進めていく。また、音楽、語学、美術を積極的に取り入れている幼稚園もある。

	7月8日

1125回
	「楽しい幼稚園」④
掃除、食事などの当番制で責任感を持たせようとしたり、母親たちにはコーラスなどのサークル活動を通じてコミュニケーションをはかるようにしている。食事は完全給食とお弁当など幼稚園によって異なる。帰宅では地区別に別れ、集団で保護者が付いて無事家まで届ける。海外からの児童受け入れについては「特に海外からということで、問題はなく、

集団生活を始めるのは日本にいる児童も同じなので、心配ありません」と幼稚園側はコメントする。

	7月15日

1126回
	楽しい幼稚園」⑤
柏木　恵子東京女子大名誉教授は海外からの帰国児童の日本の幼稚園適応問題について「幼稚園を選ぶ場合、子供の特性、親の教育方針にもよるが、幼稚園の特徴、例えば、美術、リズム、語学、教会の付属などの中から選び、海外生活での日本語の遅れなど、親があまりに過敏になりすぎると、子供も不安になるので注意する。海外との違いは一斉保育で、個々のテークケアがない。しかし子供は逞しく、あたらしい環境に適応していくので、

あまり心配しないでほしい」とアドバイスする。

	7月22日

1127回
	「友達をいっぱいつくる」
コビナにある86年の歴史をほこるウエスタン・クリスチャン高校に日本の洗足学園から二人の留学生が10ヶ月プログラムに参加した。大木　真未子さんと乙田　ゆりなさんの二人だ。同校は生徒500人、１２％が世界各国からの留学生だ。マーク・アリソン同校

デレクターは「世界観を持つ学生の育成」をめざし、井出　世浩コーデナイターは「異文化体験をしてほしい」と留学の目的を指摘する。

	7月29日

1128回
	「ホストファミリーとのコミュニケーション」
米国のプライベート高校に学ぶ日本からの留学生を世話する井出　世浩さんは、こちらに

慣れるまでの間、ホストファミリーとのコミュニケーションに気を使い、日本人的に’遠慮して、ある時爆発したり、逆にストレスが溜まってしまったりしないよう、定期的に話を聞くようにしているという。生徒はじょじょに慣れ、生活や学園生活にも慣れていくが、
それまでの間が重要だそうだ。二人の米国体験は当初、大変だったが、もう一度今度は

大学で、留学したい、というところまで変わった。

	8月12日

1129回
	「日系人と日米関係」
先月行なわれた日系人と日米関係のシンポジウムには米国側からダニエル・イノウエ上院議員、ノーマン・ミネタ前運輸長官、日本からは河野洋平参議院議長と太郎衆議院議員が

出席、日米間における日系人と日系社会の歴史や将来について話し合った。記者会見では

今後、日米の議員連盟のようなものを発足させたらどうか、という考えが河野が議長から

発表された。このシンポとインタビューをお送りする。

	8月19日

1130回
	「J ポップで日本理解を！」
日系人は今や、四世、五世の時代、「一番判りやすいのは、Jポップスや映画、漫画などではないだろうか？」と河野太郎議員が提唱、村瀬　治男　経団連副会長も「米国で一番日本を知っているのが、日系人」と日米関係で日系人の存在を忘れることはできない、と強調した。参加者からは、仮に日系人が日本で働く場合のビザの優遇を考えてほしい、との要望もあった。

	8月26日

1131回
	トラベル・スペシャル

「日本三景のひとつ、天の橋立」

京都から列車で一時間半、宮津の天の橋立ては日本三景のひとつ、ケーブルカーで笠松公園までのぼり、そこから一望、股のぞきの台で逆さに見る。およそ８０００本の松が海を二分している。そこからさらに登ると西国２８番札所の成相寺、五重の塔がある。

乙野　学　宮津ロイヤルホテル営業主任は「海外からのお客は関西から入り、金沢や鳥取の砂丘、大山などのコースを選ぶ。温泉も良いし、カニ、タイ、マツタケなど味わってもらえる」と丹後の魅力について語った。

	9月9日

1132回
	「地域の青少年をドラッグやアルコールから守る」
サウスベイクラッシックゴルフトーナメントが開かれ、およそ250人ほどのプレイヤーがロスバーデスカントリークラブでプレイした。このイベントは地域の青少年をドラッグ、アルコールから守ろう、という地域のプログラムに資金提供する目的で始まったもので、今年19回目、多くの企業や個人が参加、協賛した。ステーブ･モリカワ委員長は「１４の学校区に1･5ミリオンの資金提供ができ、大変な喜び、JBA、はじめ多くの参加団体、協賛者に感謝する」と語った。

	9月16日

1133回
	「米国の良い部分を見て感激！」

サウスベイクラッシックには日本から二人の医師、高沢　尚善さん、高山　正三さんも参加、「特別な思い出に残るトーナメントに参加でき感激」「皆さんのサポートがすばらしい、

日本でも見習いたい」と感想を語った。ゲーム後のデナーではマンハッタンビーチ、ミラコスタ高校から二人の生徒が出席、今年この基金を受け、自分たちのプログラムに活用している報告と感謝、そして自らのアルコール害からの更正過程までの体験を語った。

	9月23日

1134回
	「野球のこころを学んでほしい」
日米親善高校野球がUSCデドー球場で行なわれた。“甲子園フィバー”がそのまま、LAに持ち込まれ、連日観客は満員だった。達摩　省一高野連常任理事は「今、日本は青少年の犯罪が多く、同年の世代がスポーツでぶつかりあう姿をみてほしい。彼らには野球の心、

マナーを学んでほしい」と語った。受け入れ側の木下和孝氏も「日米学生野球の発祥地デドーさんの球場で行なわれたことも意義深い、と語り、史上初の盛り上がりに感激していた。

	9月30日

1135回
	「日系人を越えてアジアの連携を」
アジア社会で幅広く音楽活動を展開するアジアンアメリカシンフォニイの資金調達ゴルフトーナメントが開かれた。児玉　和夫総領事は「日系人のみならず、幅広くアジアの人たちと連携している活動に意義がある」とし、テッド・タナカ氏も「特に5年目に入った

ヤングオーケストラの人気が高く、ウエイテイングがでるほどだ」と今までの活動に12歳から18歳の若手が加わり、活動を幅広くしている点を強調した。

	10月7日

1136回
	「有名アーテスト達とも競演」
アジアン・アメリカン・シンフォニーの役員のトム・ハガさんは「地域で青少年に音楽を通じ貢献することは大変意義深い」と語り、ケン・オガワさんも「最近では日本からの
渡辺　貞夫ら有名アーテストと競演、実力がつき、デビット・ベノーさんの指導もすばららしく、若手アーテスト育成に大きく貢献している」と将来の夢を語った。デナーではメンバーのひとり、青山　紘子さんのバイオリン演奏が披露された。

	10月14日

1137回
	トラベルスペシャル

「那須御用邸近くりんどう湖」
那須街道を中心に多くの美術館、博物館が立ち並ぶ那須高原、皇室の御用邸も近く、観光資源に恵まれている。四季折々の草花や山菜、りんどう湖ロイヤルホテルの13階フレンチレストランからは270度ガラス張りの展望が望め、1917メートル茶臼岳をはじめとする那須五山が聳え立っていてのパノラマ展望は圧倒する。
　佐藤　一男支配人は「那須温泉につかり、自然を満喫、那須牛や山菜を召し上がり、多彩な博物館をたづねたり、ハイキングを楽しんで欲しい」と語り、多くの外国からの観光客が、ここはスイスのようだ、と感想をのべるそうだ。

	10月21日

1138回
	「天才エジソンの秘密？」
弁護士で現在、創価大学院ロースクール、東京理科大教授のヘンリー・幸田さんが書いた

「天才エジソンの秘密」は母親ナンシーの子育てに関する興味深いエピソードが盛り込まれ、保護者、教育者、ビジネスマン、学生に読まれ、反響を呼んでいる。”なぜ、なぜ‘を連発、教師を困らせ退学、自宅での“ホームスクール”で教師役を務めた母親ナンシーの”七つのルール“は現在の教育にも通じ、”学ぶことのたのしさ”を小さい時に身に付けることが大切、と書かれている。

	10月28日

1139回
	天才エジソンの秘密？」
弁護士で現在、創価大学院ロースクール、東京理科大教授のヘンリー・幸田さんは、自身の体験から学ぶことは学生時代のみでなく生涯続く、と強調、日本の勉強が単に受験のみに終わることに警鐘を鳴らしている。エジソンのコレクターとしても知られる幸田さんは、エジソンが発明したものは全て、楽しく、分かりやすい、という。落ちこぼれ、問題児でもあったエジソンが、史上最高の発明家になりえたのは、母親ナンシーのルールにあり、これを参考にすれば、だれでも天才児になれるのではないか？とアドバイスする。

	11月4日

1140回
	「変わる教育？中高一貫校」
JERC(日米教育サポートセンター)主催で行なわれたNTS教育研究所、岡部　憲治氏のセミナーでは特に公立の中高一貫校の話題が関心を集め、今年は東京で新たに4校が新設された。小石川、桜修館、両国、九段などの名門校で、今までの3年、3年から2年、2年、2年に区切り、カリュキュラムを新たに組むことで、余裕を持った内容の中学、高校の授業や部活、受験体制が作れる、としており、将来的には全国に５００校できる予定だ。

こうした状況下、帰国生にとってのメリットは？

	11月11日

1141回
	「理科、数学を楽しく学ぶ」
日本の児童、生徒の理数科離れが激しくなる中で、文部科学省はこうした傾向に歯止めをかける目的で、地域の大学や教育機関と連携し、あらたに授業の中により具体的な実験を加えた“サイエンス・パートナープログラム”をスタートさせた。例えば、神奈川の高校では東工大教授に鉄の作り方を教えてもらい、実際に高炉をを作った。広島では瀬戸内海に生息する魚についてその生態を広島大の教授に教えてもらうなど、より具体的でわかりやすく、楽しいと評判だ。こうした取り組みについて文科省基盤政策課長の田中　正朗氏に聞いた。

	11月18日

1142回
	「地元の小学校との国際交流」ソウル日本人学校①
ソウル日本人学校は７２年に開校、幼稚部４８人、小学部２８４人、中学６７人で、過去５年ほど生徒数はほぼ横ばいできている。現在の校舎は２６年前に建てられたが、近くには地下鉄も通り、高層マンションも立ち並び、地元の高校も三校あり、環境に恵まれている。訪れた日は丁度、地元の小学二年生と日本人学校生徒同士の”竹とんぼ作り“が行なわれ、国際交流が行なわれていた。

	11月25日

1143回
	「韓国語や英語も」ソウル日本人学校②

ソウル日本人学校では週一時間韓国語と英語の授業も行なわれている。韓国語はネイテイブの先生がレベル別に教え、特に片方の親が韓国人でも不自由がないように対応している。英語は三年生からだが、二人の先生がチームを組んで教える。今、海外の日本人学校では、その国の言語習得以外に必ず英語の授業を入れており、“国際人”育成と多様なニーズに応える日本人学校の役割を果たそうとしている。

	12月2日

1144回
	「開かれた日本人学校と地元との交流」ソウル日本人学校③

佐々木典子さんは同校に派遣された国際交流デレクターだ。日本人学校生徒の対地元学校や地域の住民との交流や、共通のイベント参加などを企画、運営委員会、保護者会、学校側との調整役を務めている。日本人学校が今までのように、単に帰国後の日本語学習に対応するだけでなく、韓国滞在中、その国の歴史や文化をできるだけ習得、さらには交流も深め、“国際人”育成のスッテップになれば、と頑張っている。

	12月9日

1145回
	「人は何のために生きるのか」

盛和塾塾長、稲盛　和夫さんの講演会が行なわれ、27歳で京セラを起業、数々の失敗と

苦難を乗り越えてきた自らの経験を披露した。その中で、中国、明時代の本から、人の一生は決められているものではなく、自分の力で変えられる。ビジネスの成功も魂を磨くことによって、導かれ、世の為、人のために尽くすことが肝心、と指摘した。また自らが仏門に入った経験からお釈迦さまが説いた“六波羅蜜”の教えが大切と強調した。

	12月日1６日
1146回
	LAトピックス
　＊天皇陛下の73歳を祝うレセプションが総領事公邸で開かれ、児玉総領事は「天皇陛下の健康を願い、秋篠宮家ご長男誕生を祝い、9月誕生の安倍内閣がさらに日米関係を強固なものにすると確信している」と挨拶した。

　＊元旦恒例の「お正月をリトルトウキョウで」が南加日商の主催で行なわれる。今回ののハイライトなどを実行委員長の若尾　龍彦さんに聞いた。

　＊「沖縄ナイト」が1日ニューポートビーチの北山レストランで行なわれ、泡盛「琉球王朝」オキナワ料理、舞踊が披露された。

	12 月23 日

1147 回
	ビジネストピックス

「究極のアイアン登場！」
ヨネックスから新しいコンセプトのサイバースター、ナノスピードが発売された。ヨネックスUSAのテイラー･藤本さんは特に、このクラブは低重心でボールを捕らえやすく、正しい軌道と高くボールが上がる為、初心者にも打ちやすく、上級者にとっても、打った時の打感が良い、と指摘、カーボン、チタンの組み合わせや繊細なシャフトとのからみで、

人気抜群、と太鼓判を押す。

	12 月30 日

 1148回
	ビジネストッピクス
「海外からのお客様に満足していただける料理を」
東京新宿の京王プラザホテルには25店舗の直営レストランがある。こうしたレストランを全面改装、新たにイタリアン、韓国、懐石、居酒屋風和食などの新しいコンセプトのレストランと料理をサービス、海外からのお客さんに好評だ。

　同ホテル広報のSOO YOUN JUNGさんに案内してもらいながら、その特徴などを紹介する。




